
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和6年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○校内研究の取り組みを柱とした主体
的に学び,考えを深める授業づくり

○単元テスト等で,「思考・判断・表現」で
の８０％以上をめざす。

・問題解決型の授業スタイルを共通理解
し,「自分の考えをもつ」場面,「考えを伝え
合う」場面を意識的に多く設定する。 B

・単元テスト等の「思考・判断・表現」は83.1%で達成している。
授業スタイルも共通理解できている。職員同士で授業を見
合ったり交換授業を行ったりすることで「自分の考えを持つ場
面」や「考えを伝え合う場面」における内容の質の向上に努め,
児童の「思考・判断・表現」の向上につなげる。

A

・単元テスト等の「思考・判断・表現」は,80%で目標に届いてい
るが今後も引き続き,問題解決型の授業スタイルを共通理解し
「自分の考えをもつ」場面「考えを伝え合う」場面を意識的に多
く設定する取り組みを継続していく。 A

・学年によってばらつきがあるが,発達段階にあわせた取り組みがなされてい
る。児童の主体性を重視した授業により考える力が高まっている。話し合い
活動や発表の場がたくさん設定され,児童が主体的に取り組んでいた。自分
の考えをもつこと,人に伝えることは基本であり,国語の授業は大切です。問
題解決型で目標を達成してすばらしい。「わからない」をそのままにしないで,
指導を充実させてほしい。

学び部
研究主任
学力向上対策コーディネーター

●児童生徒が,自他の生命を尊重する
心,他者への思いやりや社会性,倫理観
や正義感,感動する心など,豊かな心を身
に付ける教育活動

○学校評価アンケート「心の教育」に関する項目
で,肯定的に答える児童85％以上をめざす。

・人権教室・人権学習会（平和・人権）・道徳等の
授業を行い,人権尊重の感性を育てる。
・参観日やフリー参観日において,ふれあい道徳
の授業や人権学習等を公開する。（地域連携） A

・職員すべてが人権学習の実践に取り組むとともに,委員会を
中心にぽかぽかの実の実践を推進し,全校児童で取り組んで
いる。87.3％の児童が肯定的回答を行っているが,言葉遣いに
気になる点が残るので,今後の指導の重点とする。ほとんどの
学級で道徳等の授業実践を公開している。

A

・道徳の授業を公開したり,若手職員が道徳の研究授業を実施
したりと職員の指導力の向上を図り,児童の豊かな心情の醸成
に努めた。人権教育が計画的に実践され,奏功している。全校
で他者の良さに目を向ける活動に取り組み,児童の86％が積
極的に取り組んでいる。言葉遣いについては継続的な取り組
みが必要。

A

・全体的に良好で,児童と教職員の関係も良好。ICTの利活用や授業研究で
人権教育が浸透している。道徳教育や人権教育が年間計画に位置付けら
れ,子どもたちの豊かな心が醸成されている。「ぽかぽかの木」の活動が素晴
らしく,大きな木を見ると幸せな気持ちになる。子どもの成長に「心が満たされ
る」ことは大事。言葉遣いは大人になっても大切な要素。あいさつと言葉遣い
の指導を継続してほしい。家庭でも学校でも取り組んでほしい。

こころ部
道徳教育推進教師
人権・同和教育担当者

●いじめの早期発見,早期対応に向けた
取組の充実

○「開成小いじめ０宣言を守って生活している」に
肯定的回答の児童80%以上。「いじめへの組織的
対応を適切にしている」に肯定的回答の教師90%
以上をめざす。

・「○月のわたし」や「ほっとタイム」の活用,「気に
なる子」の情報共有による,いじめの未然防止や
早期対応・再発防止に努める。
・管理職を交えた複数の職員による事実確認や
組織的対応をする。

A

・職員・児童とも,いじめの根絶・早期発見,早期対応に向けて,
取り組んでいる（肯定的回答職員95.4％児童95.5％）。今後も
引き続き取り組んでいきたい。全児童が,安心して学校生活を
送ることができるように,担任から管理職への報告相談体制は
確率し,ほとんどの事案に対して組織的に対応できているが,一
部担任のみの対応となっているケースがあり今後改善する。

A

・「いじめのない学校にしよう」の目標に向けて取り組み,年間を
通して9割以上の児童がいじめをなくす意識をもって学校生活
を送った。全児童を対象とした毎月のアンケート調査と個別面
談により全児童を漏れなくいじめ被害から守ったり早期に対応
したりすることに努めた。管理職への報告と組織的な対応が
確実となり早期の解決につながっている。（職員の肯定的回答
100％）

A

・いじめの判断は難しいので,引き続き児童との関係性を高めていただきた
い。定期的個別面談等で早期に対応し深刻化を食い止める組織的対応に努
力を感じる。アンケートや面談が計画的に行われ,早期発見,解決につながっ
ているので継続してほしい。毎月のアンケートや面談により「見える化」され
組織的に対応されている。個人面談は大切。学期ごとの面談が話しやすい
場であってほしい。

こころ部
教育相談担当者
生徒指導主事
主幹教諭

●児童生徒が夢や目標を持ち,その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒80％以上

・「ぽかぽかの木」と帰りの会等でのいいとこ
ろ見付けで，直接褒める機会を設ける。
・キャリアパスポートの活用と見通しをもった
活動により自己の成長を振り返らせる。

B

・100％の職員が児童の良さや頑張りをほめるように意識し児
童87.9％の児童が教師からの称賛を実感している。今後も道
徳の授業や日々の活動を通して,児童自身が自信と希望をも
てるようにする。将来の夢をもっている児童が87％おり指標は
超えているもののキャリアパスポートの活用には課題がある。
これから効果的活用を図る。

B

・全職員が「ほめるからはじめる」を意識し,87％の児童が先生
が褒めてくれると感じている。ほめられていると感じる児童が
多い学級ほど学校生活満足度調査（Q-Uテスト）の結果が良
好であった。褒めるから頑張る,頑張るから褒められるの好循
環が生まれるようにしたい。キャリアパスポートの効果的な活
用方法が課題として残った。

A

・「ぽかぽかの木」の取り組みは大変良い。継続してほしい。キャリアパス
ポートの活用により児童の考え方や行動の変化が楽しみ。「ほめるからはじ
める」は学校だけでなく家庭でも実践していただきたい。我が身を振り返って
も,ほめられることから成長したように思う。大人になるのって良いなと思って
もらえる大人になりたい。

こころ部
キャリア教育担当
主幹教諭

◎志をもち,主体的な考えをもって,前向きに
学校生活を送るための支援の充実

◎Ｑ－Ｕテストの学校生活満足群50％以上
（全国平均約43％）。
◎保護者意識調査「夢,希望をもつ教育の推
進」への肯定的回答80％以上。

・定期的個人面談や社会性を高めるトレー
ニング等に取り組み,発達支持的生徒指導
の充実を図る。 B

・Q-Uテストの学校生活満足群は48％。目標には届かなかっ
たものの,全国の平均値よりも高い値であり,各学級での取り組
みを継続する。結果をもとに職員研修を行い,課題の解決に向
けた取り組みを行う。将来の夢をもっていると回答した児童は
87％。

A

・12月実施のQ-Uテストの学校生活満足群は57％で目標値並
びに全国の平均を上回る事ができた。各学級で上半期の効果
的な取り組みを継続し,学級経営上の課題の解決を図った結
果である。90％の児童が将来の夢をもっており,年間を通じた
キャリア教育の実践が奏功したと考える。

A

・全国平均を上回り,学校の取り組みが評価出来る。引き続き児童の可能性
を高めてほしい。QｰUテストの結果が前年度および前期と比べて良くなり取
り組みの成果を感じる。様々な行事で笑顔で頑張っている児童の姿が見ら
れる。全校的な学校生活満足度が高い。今後,個に目を向けて個々の満足
度を高めてほしい。

こころ部
キャリア教育担当
主幹教諭

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童60％以
上
②22時までに寝る児童が75％以上
❸「健康に良い食事をしている」児童
80％以上

❶体育科の体つくり運動等の中で多様な遊
びやスポーツチャレンジを紹介し,教師も子
どもと一緒に外で遊ぶことを推奨し,運動習
慣の向上を目指す。
②1年に2回生活チェック週間を設けて,自分
でチェックし,保護者,担任も確認することで,
生活を振り返り,改善をめざす。児童の健康
に関する情報を積極的に発信する。
❸給食時間の電子黒板の活用や献立を通
した食に関する指導を行う。

B

❶児童アンケートの「1日に１時間程度運動をしていますか」は
７８．９％の児童が達成できた。今後,スポーツ委員会を中心に
外で遊ぶ活動を計画し,児童が主体的に体を動かす機会を多く
設定する。
②児童アンケートの「夜２２時には寝るようにし,生活リズムを整
えていますか」は７８．８％達成できた。保健タイムを活用した
り,「グッドモーニング６０」の取り組みをしたりして,学校のリズム
を作るきっかけを作ることができた。今後も取り組みを継続す
る。
❸児童アンケートの「健康に良い食事をしていますか」は９１．
１％達成できた。給食委員会による放送も食に対する意識付
けになった。今後も取り組みを継続する。

A

❶児童アンケート（左記）に肯定的に回答する児童が８１％。
年間を通してスポーツ委員会主催による,学期に１度のスポー
ツフェスタの取り組みもあり,教師も子どもも毎日外で元気に遊
び,運動習慣の向上を図った。
②児童アンケート（左記）７６％達成。生活チェック週間をきっ
かけに,生活のリズム作りに励む子どもが多くいた。今後も家
庭への啓発を続ける。
❸児童アンケート（左記）で,目標指数を大きく上回り９３％達
成。１年を通して,給食の残菜量も減っている。給食時間の電
子黒板活用もできた。

A

・家庭環境に左右される内容でもあるので,学校独自の取り組みを評価しづら
いが,十分な取り組みをしていると感じる。「モーニング60」の取り組みは学校
での生活のリズムを整える素晴らしい取り組み。電子黒板を活用した視覚的
な食育指導により効果が出ている。生活習慣や食習慣の定着は家庭で行う
べき事だが,教育現場において児童に意識させることは大切。「早寝早起き
朝ご飯」は一番大事で保護者の役割。登校1時間前の起床の推進・呼びか
けは素晴らしい。子どもたちには本当にパワーがある。身体だけでなく,心の
元気もとても大切。

すこやか部
体育主任
養護教諭
栄養教諭
保健主事
食育担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
時間の上限を遵守する。

・週１回,職員各自が定時退勤日を設定する。
・行事等の教育課程を精選し，職員が事務処理
を行う時間を確保する。 B

・時間外在校時間の削減について肯定的意見が72%であり不
十分。週１回の提示退勤日の設定をより明確にさせ,ライフ
ワークバランスの向上に努める。 B

・個人で設定する週に１度の定時退勤ボードを作成し実行したことで,
ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの意識が高まり,時間外在校時間の削減について肯
定的意見が90%と向上した。行事等の精選などにより,今年度および
来年度の教育課程を見直し,事務処理時間を増加することができた。 B

・地域との意見交換が必要。フレックス制などの検討は出来ないか。子ども
主体の行事は時間がかかりそうだが,児童の表情が活き活きしていた。欠席
連絡の電子処理や電話対応の時間制限などは教職員の負担軽減に有効。
職員も休暇を取得され家庭サービスやリフレッシュをして業務を頑張ってほし
い。熱心な先生ほど多忙。先生も「親の立場」を大切にしてほしい。

教頭

○ICT利活用,行事,会議の精選 ○職員会議や研修等にかかる上限時間
を８０分とし，遵守する。
○各部から１つ以上の改善案を提言す
る。

・会議資料のペーパーレス化，ｉｓｃｈｏｏｌの活用を
推進し，提案の効率化を図る。
・３部会で削減の視点で話し合い，「例年通り」を
改善する。

B
・課業日に行う職員会議や研修は８０分を上限時間として行ってい
る。Ｉｓｃｈｏｏｌの活用を徹底し,連絡会の短縮を目指していく。
・行事の精選のため,昨年度の反省を生かして各部で協議後,提案を
行っている。「例年通り」を改善するため,早めに話し合いをして提案
し,全体で共通理解の上進めていく。

A
・会議資料のペーパーレス化が定着し,80分以内で行うことができた。
ｉｓｃｈｏｏｌを活用した連絡・提案も増え,連絡会の時間短縮につながっ
た。
・昨年度の反省を生かして,行事をよりよいものにするために改善を
行った。各部でも話し合いを十分に行い,よりよい形での提案を行っ
た。

A
・電子黒板やタブレットを使用したICT利活用に取り組めている。連絡等で
ICTを活用する保護者が増えると職員の業務改善につながる。学校からの
連絡がメールを通じて読めるのは助かっている。

教務主任
情報化推進リーダー

●特別支援教育の充実

○子どもの個性や特性を大切に,きめ細
やかで効果的な学習指導の充実

〇意欲的に学習をすることができたかどうかを児
童に４件法で自己評価させ,3.0を目指す。1単位
時間や単元等で自己評価させることで,実態を確
認する。

・主に国語科と算数科において意欲的に学習で
きるように,個々の児童の特性に合わせて支援す
る。特別支援学級支援員・生活指導員やICT等も
活用する。

B
・自身の学習への取り組みを意欲的だと肯定的に捉えている児童は
85.8%と高評価であるが１単位時間や単元等での自己評価の実施率
は77%とやや低い。授業のUD化やICT機器等の活用を行いながらさ
らなる児童の実態把握に努め,把握した児童の実態や特性を職員で
共有しながら支援に取り組む。

A
・自身の学習の取り組みを意欲的だと肯定的に捉えている児童
は,80%と高評価である。また,１単位時間や単元等での自己評価の実
施率はほぼ100%である。今後も継続して,特別支援学級支援員・生活
支援員やICT等も活用し,児童の実態把握に努め,把握した児童の実
態や特性を職員で共有しながら支援に取り組む必要がある。

A
・児童の個別案件であるので評価しづらいが,学校の取り組みは評価出来
る。ICTを活用して児童一人一人に対応した授業が行われ,児童が意欲的に
学んでいる。授業を参観した折り,熱心な指導がなされていた。児童の状況に
応じてきめ細やかに工夫され,児童は集中して学習に取り組んでいた。

まなび部
主幹教諭
特別支援コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導の徹底と学級
経営の充実

○凡事徹底による規律ある集団と豊か
な人間関係を育む教育の推進

○「開成スタイル」を実行していると答え
る児童75％以上をめざす。

・「開成スタイル」を全職員が共通理解し,具体的
行動目標を挙げ,凡事徹底を図る。
・学校全体,個人の達成度を自己評価し，それを
視覚的に捉えられるようにする。 A

・全職員の理解のもと,共通実践と発達段階に応じた取り組み
を行い,効果が出ている。児童玄関に「開成スタイルレベルアッ
プ表」を掲示し,学校全体の取り組み状況を「見える化」し,意欲
向上を図った。92.9％の児童が肯定的な回答を行っているが,
内容の充実が今後の課題として残る。

A

・95％の児童が開成スタイルを守って生活するように気をつけ
ている。「開成スタイルレベルアップ表」による行動目標の見え
る化と意識づけは効果的な手立てであり,次年度も継続した
い。あいさつを盛んにするために,「あいさつ名人」の取り組み
を全校で行い,積極的にあいさつする児童が増えた。習慣とし
て定着させる点が課題。

A

・「あいさつ名人」の取り組みは成功している。昨年よりあいさつをする児童
が増えた。取り組みを継続して習慣にしてほしい。行動目標の「見える化」が
効果的。子どもたちがあいさつをよくしてくれる,しかも元気よく。誰にでもあい
さつが出来ることは大人になっても財産となる。

こころ部
生徒指導主事
主幹教諭

○地域連携教育の発展 ○地域のひと・もの・ことを取り込んだ教
育課程とふるさとのよさを実感する教育
の推進

○学校評価アンケートで,「学校や地域
のよさが分かる」と答える児童７５％以上
をめざす。

・学級通信,学校便り,メール配信,ＨＰ掲載に
より積極的情報発信を推進する。
・地域との連携により学習指導要領に沿っ
た教育活動を推進する。

A

・地域ボランティアの新規募集並びに適切な更新手続によりボ
ランティアの方々との連絡が密になり,活性化につながった。学
校での学習や公民館活動を通して83.6％の児童が,学校や地
域の良さを概ね理解している。今後,情報発信の頻度を高め,
地域・家庭・学校のつながりをより深める。

A

・年2回の児童アンケートから８０％を超える児童が地域の良さ
を実感していることがわかる。公民館主催で魅力的な活動が
行われ,参加したり見聞きしたりすることが良さの実感につな
がっている。また,登校の見守りなど児童に直接関わるボラン
ティアの方々の活動も児童の郷土愛醸成につながっていると
考える。

A

・最近の児童は忙しい。それでも地域行事に参加している児童がいることは
素晴らしい。「開成文化祭」では地域の方と一緒に取り組み,発表している姿
が素晴らしい。地域の方から元気がもらえるという声を良く聞く。近所で子ど
もたちと出会う際のあいさつが良くなっている。地域の行事によく参加してく
れる。同じメンバーではなく,多くの子どもたちが参加してくれるとなお良い。
今後も公民館行事で子どもたちの出番や役割をつくり,達成感を得られるよう
な行事を開催したい。

主幹教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・発達支援的生徒指導の観点から,行動目標の「見える化」による凡事徹底と称賛による意欲と自己有用感の醸成を図った。あいさつ習慣の定着率と学校生活満足度の向上が成果として挙げられる。次年度も児童が安心して学校生活を送れるよう取り組みを継続・発展させていく。
・全職員が定期的に特別支援教育に関する研修を受講したり,特別支援学級担任と通常学級担任が密に連携する事で,全校的に個に応じた指導や支援の充実が図られた。授業のUD化やICT機器等の活用が困り感の解消につながり,意欲的に学習を行う児童が増えている。次年度は,授業の相互参観等を取り入れ職員の指導力向上に努め,個別最適な指導
の充実を目指す。また,校内研究や日々の授業実践の中で職員の指導力を高め,児童の確実な学力定着につなげる。
・健康的な生活習慣や運動習慣の定着に向けて,今年度新たに登校60分前起床やスポーツフェスタの取り組みを行った。児童の生活習慣改善への意識向上と,体を動かして遊ぶ児童数の増加につながった。次年度は家庭との連携を更に充実させ,児童の健康的な生活習慣の確立につなげたい。
・職員の働き方改革につながる業務改善は十分とはいえない。次年度も,行事内容の見直しを行い準備や練習の時間短縮や,職員の負担軽減を図りたい。

学校関係者評価

●心の教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

２　学校教育目標 豊かな人間性をそなえ　自ら学ぶたくましい子どもの育成　　～やさしく　かしこく　たくましく～

３　本年度の重点目標 ①生徒指導の徹底と学級経営の充実　　②特別支援教育の充実と学力向上の推進　　③心身の健康維持と自己有用感の醸成

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀市立開成小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校教育目標の実現に向けて,職員が「心の教育」に積極的に取り組み,児童の豊かな人間性の涵養に努め, 児童の意識調査から目標以上の成果が得られたことがうかがえた。Ｒ６年度は取り組みの発展的継続を図る。

・生徒指導と学級経営に関する児童の意識調査は良好な結果が得られたが,実践が伴わない「しているつもり」の児童がいると感じる。生徒指導の徹底のために具体的な行動目標を全校で共有するなどの取り組みの改善を図る。

・特別支援学級在籍児童が自分のペースに合わせて学習したり,通常学級において学力差に応じて個別に学習課題を提示したりと,学習者用端末を積極的に利活用した学習指導に取り組み始めている。

・よりよい生活習慣の定着に向け,運動や食,衛生に関する指導を詳細に行い,運動習慣の定着が図られた。午後10時までの就寝や朝食の喫食などの生活習慣に課題を抱える児童がいるため家庭との連携を充実させ,児童の健康増進に努める。


